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2023年10月11日に以下のとおり第2四半期決算説明会を開催いたします。

決算説明会のご案内

開 催 日 時
2023年10月11日（水） 17:00～18:00

※ 質疑応答のため説明会の終了時刻を延長する場合がございます。

登 壇 者
代表取締役社長 仁平 理斗

取締役副社長 北川 裕憲

開 催 形 式

オンライン配信（ウェビナー）

https://us06web.zoom.us/j/89339226530

※事前登録は不要です。当日は上記URLよりご参加ください。

対 象 者
個人投資家、機関投資家、アナリスト等

どなたでもご参加いただけます。

https://us06web.zoom.us/j/89339226530
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株主・投資家の皆様との継続的なコミュニケーションを目的として、当社からのIRニュースや適時

開示情報を受け取ることができる配信サービスを導入しております。ぜひご登録ください。

IRニュースに関するメール配信登録のご案内

登録方法

下記URLからご登録いただけます。

■ 日本語

https://www.magicalir.net/9253/mail/

■ English

https://www.magicalir.net/9253/mail/index_en.php

メールアドレスと職種のみで簡単に登録が可能です。

https://www.magicalir.net/9253/mail/
https://www.magicalir.net/9253/mail/index_en.php
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Corporate Profile

会社概要

会 社 名 スローガン株式会社 Slogan Inc.

上 場 市 場 東京証券取引所グロース市場（証券コード：9253）

代 表 者 代表取締役社長 仁平 理斗

設 立 年 月 日 2005年10月24日

所 在 地 東京都港区南青山2-11-17 第一法規本社ビル3F

事 業 内 容 新産業領域向け求人プラットフォーム「Goodfind」を通した新卒採用支援サービス等

事 業 セ グ メ ン ト 新産業領域における人材創出事業

連 結 社 員 数 124名（2023年8月31日時点）(1)

許 認 可 有料職業紹介事業 厚生労働大臣許可番号 13-ユ-302267

グ ル ー プ 会 社 チームアップ株式会社（当社100％子会社）

1. 連結社員数は、臨時雇用者数（契約社員、アルバイト、パートタイマー及び人材派遣会社からの派遣社員を含む）を除いた数となります。
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2024/2期から新任取締役に渡辺氏、エグゼクティブアドバイザーに桑畑氏と諸藤氏が就任

経営体制

会社概要

代表取締役社長

仁平 理斗

取締役副社長

北川 裕憲

社外取締役

渡辺 千賀

社外取締役

杉之原 明子

取締役会 エグゼクティブアドバイザー

桑畑 英紀 Hideki KUWAHATA

組織・人材戦略
組織・人事改革、人材育成のコンサルティングサービスを提供する株式会

社イマージェンス代表取締役社長。日米大手の事業会社で組織・人材マ

ネジメントに携わった後、組織・人事コンサルティング大手マーサーコンサル

ティングの日本法人マーサージャパンにて、取締役、組織・人事コンサルティ

ング部門代表を歴任し、2008年より現職。

諸藤 周平 Shuhei MOROFUJI

経営者の成長支援、経営全般
株式会社エス・エム・エス（東証プライム上場）の創業者であり、11年間

にわたり代表取締役社長として会社を東証一部（現・プライム）上場ま

で牽引した。同社退任後2014年より、シンガポールにてREAPRA PTE. 

LTD.を創業し、東南アジア・日本を中心に、数多くのビジネスを立ち上げる

事業グループを形成する。REAPRAグループCEO。

1. エグゼクティブアドバイザーとは、高収益・高成長の実現による企業価値向上に向けた戦略構築及びその実行を支える存在として、当社経営において重要と考えられる領域に関する豊富な経営・事業経験や高度な専門的知

識を有する人材を言います。

2. 詳細については、2023年4月13日に発表した「取締役候補者の選任及び新経営体制に関するお知らせ」をご覧ください。
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Mission

会社概要

人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創出し続ける。

私たちスローガンは、上記ミッションを掲げて、新産業領域における人材の最適配置を中心として、

人のもつ可能性に着目した事業を展開しています。

人の可能性を引き出すこと、才能の最適配置を追い求める挑戦、そして、新産業を創出し続ける挑戦は、

長期で追求しがいのある大きな目標です。
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「Goodfind」を中心とし、新産業領域における人的資本関連サービスを展開

会社概要

育てる

本質的な人材育成を

SaaSで提供

採用する

挑戦志向・成長意欲のある

若手人材との出会いを提供

伝える

新産業領域の魅力を引き出し

世の中に伝える

若手イノベーション人材向けビジネスメディア 1on1の仕組みをつくるSaaS型HRサービス

動画×経験学習プラットフォーム

厳選就活プラットフォーム

コンサル就活サービス

長期インターン紹介サービス

社会人3年目までの人材向け

キャリア支援サービス

ベンチャー・スタートアップ求人

特化型エージェント

Mission

人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創出し続ける。

「 新産業領域 × 人的資本投資 」
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通期業績予想修正ハイライト

通期業績予想の修正

１ 営業利益について、前回発表予想から＋87百万円となる118百万円に上方修正

２
収益性の改善を目的とした人員及び業務委託計画の見直しに伴う販管費の削減

売上高は修正なし（事業部門別の内訳に変更あり）

３
今回修正は費用の削減によるものであり、

引き続き、Goodfindの収益基盤強化が事業上の最優先課題
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人員体制及び業務委託計画の見直しによる収益性の改善に伴い、各利益を上方修正

連結売上高は前回発表予想どおりとなるが、事業部門別内訳を修正

2024年2月期通期連結業績の修正概要

通期業績予想の修正

単位：百万円

売上高

－キャリアサービス分野

学生向けサービス

社会人向けサービス

－メディア・SaaS分野

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

営業利益率

経常利益

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

前回発表予想 今回発表予想 増減率 増減額

1,428 1,428 －% －

1,104 1,131 ＋2.4% ＋26

987 990 ＋0.3% ＋3

117 140 ＋20.1% ＋23

323 296 △8.3% △26

91 97 ＋6.1% ＋5

1,306 1,213 △7.1% △92

30 118 +285.0% ＋87

2.1% 8.3% － ＋6.2pt

27 116 ＋329.0% ＋89

15 77 ＋387.0% ＋61

（参考）

前期実績 前期比

1,471 △2.9%

1,153 △1.9%

1,063 △6.8%

89 ＋56.8

318 △6.8%

49 ＋96.6％

1,213 ＋0.1%

208 △43.4%

14.2% △5.9pt

209 △44.5%

139 △44.8%
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売上原価及び販管費の削減により、営業利益は前回発表予想を87百万円上回る118百万円を見込む

引き続き、Goodfindの収益基盤強化が事業上の最優先課題

営業利益に係る業績予想修正要因

通期業績予想の修正

営業利益に係る増減要因内訳

売上高

修正なし

売上原価及び販管費減少

＋87百万円

（百万円）

• 収益性改善を目的とした

人員及び業務委託計画

の見直しによる削減

• 前回発表予想の前

提となる受注進捗

を下回る推移

• 入社実績の進捗を鑑みて上方修正

• 事業マネジメントの深度向上及び施

策実行による改善



業績ハイライト
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2023年新卒入社に係る人材紹介手数料の減少により学生向けサービスの売上高は前年比△6.8%で着地

通期計画には織り込み済みであり、計画に対する進捗は堅調に推移

2024年2月期第2四半期連結業績概要

業績ハイライト

単位：百万円

売上高

－キャリアサービス分野

学生向けサービス

社会人向けサービス

－メディア・SaaS分野

販売費及び一般管理費

営業利益

営業利益率

経常利益

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

2024/2期 Q2会計期間

実績 前年同期比

346 ＋16.0%

264 ＋19.7%

214 ＋6.7%

50 ＋147.9%

82 ＋5.3%

289 △0.9%

40 ＋45

11.7% ＋13.4pt

43 ＋48

27 ＋33

2024/2期通期

今回発表予想 進捗率

1,428 58.0%

1,131 60.9%

990 62.2%

140 51.6%

296 47.1%

1,213 49.8%

118 (注2)

8.3% －

116 (注2)

77 (注2)

(注1) 前年同期実績が損失のため、増加額を記載しております。

(注2) 業績の季節的変動のため、各利益進捗率は記載しておりません。

2024/2期 Q2累計期間

実績 前年同期比

828 △2.3%

688 △1.3%

616 △6.8%

72 ＋98.4%

139 △6.9%

603 ＋0.8%

190 △15.8%

22.9% △3.7pt

190 △17.1%

123 △15.3%

(注1)

(注1)

(注1)
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売上高の推移

業績ハイライト

単位：百万円

• 前年同期比＋16.0%の成長

• キャリアサービス分野は、Goodfindを中心とする

学生向けサービスの成長が6.7%の増加にとどまっ

た一方で、社会人向けサービスGoodfind Career

が前年同期比3.5倍の成長で推移したことにより、

当分野として＋19.7%の成長となった。

• メディア・SaaS分野は、 TeamUpにおいて6百万

円の減少となった一方で、FastGrowが19.5%の

増加となり、全体として＋5.3%の成長となった。

※ 業績の季節的変動について

当社主要サービスである「Goodfind」では、新卒学生に係る成功報酬型の人材紹介手数料について入社日基準により売上高を認識しているため、新

卒学生の多くが入社する4月を含むQ1に売上高及び営業利益が集中する傾向にあります。（2023年5月31日に提出した有価証券報告書の「第２ 

事業の状況 ２ 事業等のリスク （２）事業内容に関するリスク ⑦ 業績の季節的変動」をご参照ください）
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販売費及び一般管理費の推移

業績ハイライト

単位：百万円

1. 当社における人的資本投資とは、給与及び賞与、諸手当、法定福利費、採用活動費、福利厚生費、教育研修費等の人材に係る支出と定義しております。

成長投資による一時的な増加

• 前年同期比0.9%の減少

• 販売費及び一般管理費に季節的な変動はなく、

概ね各四半期会計期間で同水準となる傾向

• 翌期以降の1人当たり営業利益の向上及び収益

性改善を目指し、コスト改革を推進中
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営業損益の推移

業績ハイライト

単位：百万円

• 前年同期比45百万円の増加

• 販売費及び一般管理費については前Q2と同水

準となった一方で、売上高が＋16.0%の成長と

なったことにより、営業利益が改善。

※ 業績の季節的変動について

当社主要サービスである「Goodfind」では、新卒学生に係る成功報酬型の人材紹介手数料について入社日基準により売上高を認識しているため、新

卒学生の多くが入社する4月を含むQ1に売上高及び営業利益が集中する傾向にあります。（2023年5月31日に提出した有価証券報告書の「第２ 

事業の状況 ２ 事業等のリスク （２）事業内容に関するリスク ⑦ 業績の季節的変動」をご参照ください）
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長期ビジョン

Appendix｜長期ビジョン

1

創り出したい社会解消したい歪み

スローガン自身が目指したい姿

Mission

人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産業を創出し続ける。

～「新産業領域における人的資本投資」というテーマにおいて、社会の歪みを解消し続けるアプローチ～

新産業領域における労働市場の社会背景

2

4

「新産業領域の人と組織の

可能性が引き出され活気づく社会」

「新産業領域の人と組織に関する専門性とテクノロジー

を有したプロフェッショナルカンパニー」

3

「若手人材の就業と活躍」

「情報の非対称性と認知」

現在 将来

社会
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①新産業領域における労働市場の社会背景

Appendix｜長期ビジョン

経済の環境変化

⚫ 経済のグローバル化

⚫ テクノロジーの発達

⚫ 産業構造のサービス化/ソフト化

⚫ 労働人口減少

雇用に関する伝統的構造

⚫ アナログ型産業に適した教育/

労働慣行

⚫ 相互コミット/画一的雇用形態

(年功序列・新卒一括採用・

終身雇用)

⚫ 転職市場の未発達

⚫ キャリア形成情報のブラックボッ

クス化

＜受け身的なキャリア観＞

失われた30年

⚫ 日本企業の国際競争力低下

⚫ 労働生産性低

⚫ 賃金低迷

⚫ エンゲージメント低

⚫ 人的資本投資の低迷

＜安定・ブランド志向vs挑戦志向＞

臨界点を前にした大変化

⚫ コーポレートガバナンス改革

⚫ 人的資本に関する諸政策

⚫ 多様性の受容

⚫ オープンイノベーション

⚫ 雇用形態の柔軟化

(Job型雇用・副業等)

⚫ 起業に対する支援拡大

⚫ 若手/高度人材獲得競争激化

＜主体的で多様なキャリア観＞

今後10年で労働市場に起きるであろう大きな変化

深刻な少子高齢化の進行により、労働人口減少に伴う経済成長への強い危機感が高まり、

若手人材の獲得及び活躍、最適配置が官民問わず重要な社会課題となる。

「成長分野への人材移動」と「労働市場の健全な流動化」が不可欠
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②創り出したい社会と④スローガン自身が目指したい姿

Appendix｜長期ビジョン

変革志向の大企業

スタートアップ・
ベンチャー企業

政府・自治体

起業家

学生

人 組織
新産業領域の人と組織の可能性が引き出され活気づく社会

創り出したい社会

VC・CVC
投資家等

教育機関
大学・大学院等経営者

副業・フリーランス

社会人
「新産業領域の人と組織に関する専門性とテクノロジー

を有したプロフェッショナルカンパニー」

目指したい姿
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③解消したい歪み

Appendix｜長期ビジョン

若手人材

？？？
起業家・

経営者

？？？

若手人材の就業と活躍における歪み

新産業領域に関する

情報の非対称性と認知の歪み

求職者への

認知不足
自社への誤解

アクセス可能な

情報が限定的

ブランドや知名度

による就業選択

新卒一括採用

年功序列

終身雇用

学生時代の

就業機会不足

固定的な

転職市場

育成や対話

自己認知不足

経営への

参画機会不足

新産業領域の労働市場における社会の歪み

？？？

信頼性のある

情報不足
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スタートアップ・ベンチャー企業にとっては長期的な追い風

しかしながら、労働人口の減少というマクロ環境により人材の獲得競争はより一層激化

経営環境の現状や変化

Appendix｜重要テーマの進捗状況

国内スタートアップ資金調達額

大企業

スタートアップ・

ベンチャー企業

人材
（年）

（出所）INITIAL「Japan Startup Finance 2022」

⚫ 資金調達額の継続成長

⚫  「スタートアップ育成５か年計画」などの

政府の支援強化

877 

1,424 

2,018 

2,565 

3,576 

4,868 

6,000 
5,554 

8,508 
8,774 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

求人ニーズ拡大

• オンラインコンテンツの増加

による情報量増加

• ブランド/安定志向

• 働き方の多様化

（億円）

• オンライン選考への適応

• 採用活動早期化

• 雇用の柔軟化

• 働き方改革

⚫ 人的資本開示の要請

⚫ 少子高齢化・労働人

口減少というマクロトレ

ンドへの対策強化

人材獲得競争の激化

求人ニーズ拡大
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経営者の認識と前期までの振り返り

Appendix｜重要テーマの進捗状況

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2019 2020 2021 2022 2023

※ グラフは売上高の推移

１
スタートアップ・ベンチャー企業における人的資本投資というポジションのよさから、

急成長を続ける新産業領域のマクロ環境を捉えて高成長を実現

２
その一方で、価値源泉及び競争優位性の磨き込みが後手になり、

市場の成長や経営環境の変化によりその課題が顕在化

３
事業成長を支える相対優位性の高いオペレーション、

組織・人材マネジメントに大きな伸びしろ
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現状を踏まえた足元の重要テーマ

Appendix｜重要テーマの進捗状況

継続的な高収益・高成長を目指すための改革
一人当たり営業利益を重要指標とし、その向上に向けた重要テーマに取り組む

104

176

41

216

175

0

50

100

150

200

250

2019/2期 2020/2期 2021/2期 2022/2期 2023/2期

（万円）

一人当たり営業利益(※)

※ 「一人当たり営業利益」は、営業利益を期中平均正社員数で除した数値となります。

重点事業

最優先課題は、

会員の利用及びマッチング改善

による収益基盤の強化

組織・人材・カルチャー

事業マネジメントシステム

重要テーマ
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重要テーマへの取り組み状況

Appendix｜重要テーマの進捗状況

組織・人材・カルチャー

事業マネジメントシステム

管掌役員：仁平理斗（代表取締役社長）

管掌役員：北川裕憲（取締役副社長）

• 事業及び組織の好循環の起点とな

る良質なリーダーを再現性高く輩出

するためのスローガン流リーダーシップ

開発

• 上記を通じたカルチャーの醸成と浸透

• 業績及びKPIマネジメントシステムの

見直し・改善による深度向上と施策

創出

• 相対優位性の高いオペレーションの

構築による価値源泉の継続的な強

化

主な具体的施策重要テーマ

• 当社で働くすべての人の日々の行動

や判断の拠り所とする具体的な心構

えとして「スローガンウェイ」を策定完了

• 4月に全社員でのオフサイトミーティン

グを実施し、上記を通じたカルチャー

の醸成と浸透を推進

• 当社事業上の最優先課題である、

Goodfindにおける2025年卒新卒採

用に係るKGI及びKPIの設計見直し

• 上記を起点としたモニタリングシステ

ムや会議体の改善

進捗状況
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マネジメントチーム

Appendix

北川 裕憲（きたがわ ひろのり）

取締役副社長

1986年生まれ。明治大学経営学部在学中の2008年よりイン

ターンとして当社に参画し、約３年半にわたり財務・経理を中

心とした経営管理業務に従事。早稲田大学大学院会計研

究科修了後の2011年、新創監査法人に入所し、監査業務に

従事。2015年7月、当社に入社し、2023年3月より現職。公

認会計士・税理士。

林田 真由子（はやしだ まゆこ）

常勤監査役

江原 隼一（えはら じゅんいち）

社外監査役

中川 紘平（なかがわ こうへい）

社外監査役

慶應義塾大学法学部卒業。2001年旭硝子

㈱(現AGC㈱)入社。2015年に当社入社し、

事業部門での経験を経て、2018年5月より現

職。

2006年㈱サンフィニティ―入社後、同社経営管

理本部長を経て、2008年㈱リブセンスに入社。

2010年から同社常勤監査役(現任)。2013年よ

り㈱クラウドワークス社外監査役(現任)。

東京大学法学部卒。2002年第一東京弁護

士会弁護士登録。2014年ニューヨーク州弁護

士登録。TMI総合法律事務所パートナーを経て、

NEXAGE法律事務所開設。2017年よりプロパ

ティエージェント㈱社外監査役(現任)。

仁平 理斗（にひら まさと）

代表取締役社長

1986年生まれ。早稲田大学国際教養学部在学中の2008

年より創業期の当社にインターンとして約１年半在籍、事業

責任者を務めた後、2010年、㈱ディー・エヌ・エーに入社。複

数の事業立ち上げやゲームタイトルのプロデュースを経験。

2016年12月当社入社。執行役員事業部長を経て、2023

年3月より現職。

杉之原 明子(すぎのはら あきこ）

社外取締役

早稲田大学卒業後、㈱ガイアックス入社。事業責任者を

経て、アディッシュ㈱設立と同時に取締役(現任)就任。特定

非営利法人みんなのコードCOO(現任)、スポンサーシップ・コ

ミュニティ代表発起人、㈱Kaizen Platform社外取締役(現

任)。

渡辺 千賀(わたなべ ちか）

社外取締役

東京大学工学部都市工学科卒業、スタンフォード大学経営大

学院経営修士（MBA）。三菱商事にて、不動産開発向け

情報システム企画開発、ソフトウェア・ハードウェアの事業企画、

米国インターネット基盤技術ベンチャーへの投資に関わった後、

マッキンゼーで戦略コンサルティングに従事。2000年からシリコン

バレーに移り、コンサルティング事業を展開。
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ビジネスモデル

Appendix

キャリアサービス分野

メディア・SaaS分野

－ 学生向けサービス ー

－ 社会人向けサービス －

－ メディア －

－ SaaS －

個人ユーザー 顧客企業

会員登録(無料)

求人企業紹介

キャリア相談

イベント・セミナー

各種メディアコンテンツ

会員登録(無料) (1)

「FastGrow」が提供する

各種メディアコンテンツの提供 (1)

1. 会員登録は無料となりますが、一部有料で提供するコンテンツがあります。

採用支援サービスの提供

・採用コンサルティング

・イベント、セミナー企画

・メディア掲載

利用料の支払

求職者の紹介

人材紹介手数料の支払

メディア記事の企画・制作

イベント・セミナー

利用料の支払

利用料の支払

システム提供、

導入支援、研修
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キャリアサービス分野｜Goodfindの事業概要

Appendix

厳選就活プラットフォーム「Goodfind」
厳選就活メディア「Goodfind」を運営し、ベンチャー・スタートアップ企業を中心とした新産業領域の企業の新卒採用

と挑戦意欲・成長志向の高い学生の就職活動を支援するプラットフォームを提供しております。

新卒学生に対しては、セミナーやイベント、個別面談を通じて新産業領域へのキャリア機会を創出。顧客企業に対し

ては、３つのサービスモデル（①成功報酬型人材紹介サービス、②人材紹介一体型コンサルティングサービス、③メ

ディアサービス）を顧客のニーズに合わせカスタマイズして提供することで、顧客の採用成功を支援します。

新卒学生向け

利用者 顧客

学生

採用支援

会員登録・利用

（無料）

コンテンツ提供

成功報酬

年間基本料金

各種利用料

セミナー

イベント

個別面談

メディア

新産業領域の企業

人材紹介

コンサルティング

各種採用サポート

就活ナビサイトではなく、

成長のためのプラットフォーム

様々な採用課題に応えられる

多種多様なサービスモデル

・ 厳選された優良企業との出会い

・ セミナーによる学びの機会

・ 個別面談によるキャリア相談

・ 全コンテンツが無料で利用可能

学生にとっての価値

・ ハイポテンシャルな学生の獲得

・ 挑戦意欲の高い学生との出会い

・ 採用課題に応じたサービス設計

・ 豊富な新卒採用支援実績

顧客にとっての価値

1. インキュベーションパートナーとは、「Goodfind」に登録された学生に対して個別面談を行い、学生のキャリア構築を支援する学生担当を言います。

2. リクルーティングパートナーとは、顧客企業の採用成功のため、採用に関する進捗状況や選考状況に応じたアドバイスや、インキュベーションパートナーとの連携を行う企業担当を言います。

ビジネスモデル

サービスモデル

① 成功報酬型人材紹介サービス

② 人材紹介一体型コンサルティングサービス

③ メディアサービス

当社インキュベーションパートナー(1)による個別面談やセミナー・イベント等への参

加情報を通じて蓄積された新卒学生のデータベースから、顧客企業の求人要

件に合う新卒学生を個別に紹介するサービスです。

料金体系：初期費用＋成功報酬 / 人

入社人数に応じて費用が発生する料金体系

当社リクルーティングパートナー(2)が、顧客企業の採用目標人数の達成に向け

たコンサルティングを年間で提供するサービスです。採用像や求人要件へのアド

バイス、学生に対する訴求ポイントの言語化、有望候補者の継続的なフォロー、

定例ミーティングによるサポート等を提供します。また、「Goodfind」へのセミナー

ページ年間掲載が含まれます。

料金体系：年間基本料金＋成功報酬 / 人

顧客の採用目標人数に応じた年間基本料金を設定し、当該採用目標

人数以内の場合は追加料金は発生せず、超えた場合にのみ成功報酬が

発生する料金体系

「Goodfind」へのメディア掲載、セミナーやイベントの企画・運営、顧客企業が

実施する説明会や選考会への送客、採用ブランディング等の採用活動に必要

となる各種支援を行うサービスです。

料金体系：顧客ニーズに合わせた多種多様なサービス料金体系

例）メディア掲載費用 / 月

イベント出展料 / 回

企画セミナー開催料 / 回

送客課金 / 人
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顕在化しているニーズ同士をマッチングすることが人材紹介における一般的なビジネスモデル

学生の潜在的なニーズを引き出してマッチングすることでユニークかつ高い介在価値を実現

キャリアサービス分野｜Goodfindのユニークなビジネスモデルと競争優位性

Appendix

学生
伝統的な大企業志望だけでなく、

中小・中堅企業も志望する学生が多い

注力校(1)学生
伝統的な大企業志望が多数

ベンチャー企業
（新興成長企業）

顧客の目利き力

行動変容を生み出す力

マッチング力

大企業
母集団形成のニーズは高いが、

需要が高いため介在価値は低い。

中堅・中小企業
採用ニーズは強いが、

学生を採用できるだけの魅力付けや興味喚起が難しい。マス向けのナビ媒体やスカウト型サービスだ

と採用しきれないため、介在価値は高い。

ベンチャー企業への

興味喚起ができない

競合サービス
1

2

3

学生

企業

競合サービス
Goodfindが市場創造

他社が参入しづらい領域
ベンチャー企業の目利きが困難

学生を惹きつけられない

1. 「Goodfind」は学生であれば会員資格を有し、学校名による選別は行っておりませんが、顧客企業における過去の採用実績や学生動向等を考慮して注力校を定義し、注力校の会員数及びその割合をモニタリングしております。本資料公

表日現在における注力校は、東京大学、京都大学、早稲田大学、慶應義塾大学、東京工業大学、一橋大学、大阪大学、神戸大学、北海道大学、東北大学、名古屋大学、九州大学、上智大学、東京理科大学、青山学院大学、

立教大学、明治大学、法政大学、中央大学、同志社大学、立命館大学、関西学院大学、関西大学、国際基督教大学、横浜国立大学、国際教養大学、立命館アジア太平洋大学と定義しております。

ユニークなビジネスモデルを支える

“3つのCapability”

顕在化している

ニーズのマッチング

顕在化している

ニーズのマッチング
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キャリアサービス分野｜その他の事業概要

Appendix

新卒学生向け 学生向け 社会人向け

コンサル就活サービス「FactLogic」

外資・日系コンサルティングファームに特化した就活

対策及び選抜型コミュニティの形成を行う就活サー

ビスです。

長期インターン紹介サービス「Intern Street」

スタートアップ・ベンチャー企業の求人に特化した、

長期インターン人材の紹介サービスです。

ベンチャー・スタートアップ求人特化型エージェント

「Goodfind Career」

スタートアップ・ベンチャー企業の求人に特化した転

職エージェントです。

サービスモデル サービスモデル サービスモデル

・メディアサービス

メディア掲載や説明会・選考会への送客等の採

用サポートサービスを提供。

・成功報酬型人材紹介サービス

・メディアサービス

主に、長期インターンを希望する学生を成功報酬

型で紹介します。

・成功報酬型人材紹介サービス

・メディアサービス

主に、転職エージェントとして転職候補者を成功報酬型で紹介します。

料金体系：メディア掲載費用 / 月

企画セミナー開催料 / 回

メディア掲載を中心とした採用サポートサービス

を、顧客ニーズに合わせて多種多様な料金体

系で提供。

なお、上記は主な料金体系となります。

料金体系：長期インターン成功報酬 / 人

新卒成功報酬 / 人

入社人数に応じて費用が発生する料金体系。

新卒成功報酬については、長期インターンの紹

介により新卒入社に至った場合に追加で発生。

なお、上記は主な料金体系となります。

料金体系：成功報酬 想定年収×契約料率 / 人

入社した候補者の想定年収に契約料率を掛けた金額を成功報酬とする料金体系。但し、成

功報酬が最低保証料を下回る場合には、最低保証料が成功報酬となります。

なお、上記は主な料金体系となります。

社会人３年目までのハイポテンシャル人材向け

キャリア支援サービス「G3」

キャリア戦略の構築からオファー獲得まで、社会人

３年目までのハイポテンシャル人材向けキャリア支

援サービスです。

社会人向け
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メディア・SaaS分野の事業概要

Appendix

メディア SaaS

「新産業領域に必要な情報インフラをつくる」 「BtoBプロダクトにより入社後の組織課題にアプローチ」

ビジネスメディア「FastGrow」
新産業領域の情報を整理し、発信していくメディアです。新産業領域へ

の挑戦を推進し、スタートアップ・ベンチャー企業の採用広報やブランディ

ング、サービス認知を支援するビジネスメディアです。

SaaS型HRサービス「TeamUp」
1on1ミーティング及び360度フィードバックシステム「TeamUp（チームアッ

プ）」を提供。人材育成や組織活性化を通じた人と組織の成長支援

を行います。

サービスモデル サービスモデル

料金体系：ブランドコンテンツ制作費用 / 記事

イベント出展料 / 回

ブランドコンテンツ制作については、企画や掲載も含まれ、制作した記事につ

いてはFastGrowに掲載されますが、掲載料金は追加で発生しない料金体

系となります。なお、上記は主な料金体系となります。

料金体系：初期費用＋システム利用料 / 月

導入・運用サポートは顧客の課題に合わせて別途見積り

月額課金モデルによるシンプルな料金体系。アカウント発行数に応じて変動。

顧客の課題に応じて、導入・運用サポートや入社後の活躍を1on1を活用し

て支援するサポートサービスも提供。

1on1ミーティング 新興成長企業をはじめ

大企業や地方企業等

も含む幅広い顧客層

顧客

システム提供

初期導入支援

研修サービス

月額利用料

導入初期費用

研修サービス料

フィードバックの仕組みづくりにより

人の可能性を引き出す組織へ

TeamUp利用者

若手イノベーション人材

（主に20-30代の社会人）

顧客

新産業領域の企業

記事制作・掲載

イベント企画・運営

制作・掲載料

イベント出展料

会員登録(無料)

コンテンツ利用

情報提供
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新卒領域からスタートし、中途領域、インターン

領域とキャリアサービス分野を展開。2016年以

降はメディア・SaaS分野へもプロダクトを拡張。

2023年4月に動画×経験学習プラットフォーム

「メタノビ」を新たに提供開始

これまでの軌跡

Appendix

約10年かけて切り拓いた新しい市場

日本における伝統的な雇用慣行や就職・転職におけ

る大企業偏重の市場において、当社は“新興成長企

業×新卒採用”という新しい市場の創出とともに成長。

※ グラフは売上高の推移

2016年の資金調達以降、事業拡張が加速

既存事業の高収益化と新規事業の複数立ち上

げによる事業拡張。約10年かけて築いたユニークな

ポジションと顧客基盤を軸に拡大成長。

中途

新卒

SaaS

メディア

インターン

新卒

創業以来初の、経営陣以外への第三者割当による資金調達

中途

【2023年4月提供開始】

動画×経験学習プラットフォーム

「メタノビ」

メタ認知で行動変容を生み出すサイク

ルで、人材育成課題を解決します。

メタノビは、バイアスやモノの見方にフォー

カスした独自の動画コンテンツにより、経

験学習モデルを活用した継続的な学習

機会の提供を行うプラットフォームです。

SaaS
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本資料の取り扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、本資料の日付時点の情報に基づいて作成されています。これら

の記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。このような将来予想に関する記述には、既知及び未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、

将来の実際の結果や業績は、将来予想に関する記述によって明示的又は黙示的に示された将来の結果や業績の予測とは大きく異なる可能性があります。

これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の動向などが含まれま

すが、これらに限定されるものではありません。

また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいております。

本資料は、情報提供のみを目的として作成しており、日本、米国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。
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